
11.研究活動

(1)研究部門及び附属施設

進化系統研究部門

形態進化分野

片山一道 ･清田 穣 ･毛利俊雄 ･図校 豊 ･早川清治1)

<研究概要>

A)ヒトの進化の特異性に関する形態学的研究

片山一道

ヒトは非常に特異な身体特徴をもつ大型類人猿であるが､その特異性について､同時に､け

た外れに大きなヒトの多様性について､形態人類学の方法で解析する｡もってヒト化およびサピ

エンス化のプロセスの実態､要因､特性などについて､広く霊長類の進化と適応現象の文脈の中

で総合的に探る｡

ヒトなどの骨格を肉眼観察や検鏡観察や計測分析などで調べる骨学研究が主要な方法だが､

ときにX線撮影法などによる生体学的研究とか､成長加齢現象の分析も行う｡できるだけ独自の

視点で可能なかぎりシンプルな方法で身近な問題を扱い､まさに大きさと形だけでヒトの特異性

を解明していこうとするのが､この研究の心髄である｡

もとより人類の進化､つまりヒト化とサピェンス化のプロセスには､他の生物の進化とは異

なる大きな特性がある｡ひとつは遺伝子の変化を伴わず､体形､行動､存在様式だけが異常な速

度で変化した点､ひとつは特殊化せずに､どんどん分布域を拡大していった点である｡だからヒ

トの本質に近づくには､肉眼形態学などのマクロな方法論でアプローチするのが有効な手段とな

る｡ヒトの進化の実態､要因､特性を検証することによって､｢人間とは何か｣を考える人間論

の領域にも踏みこんでいきたい｡

B)古人骨の骨考古学的研究

片山一道 ･杉原清貴 2)･中井将嗣 2)･大鼓由美子 2)

古人骨や化石人骨の研究は､先史時代や過去の人びとの体形や容貌を推察するための唯一の

手段である｡同時に､それらの人びとの日常活動を知るにも重要な手段となる｡個々の骨に生活

痕､病痕､傷痕をどが刻まれ､食物内容により元素構成が影響を受けるからである.また多数の

人骨を調べることにより古人口学の問題にもアプローチできる｡

古人骨や化石人骨を形態学的に調べることにより､過去の人びとの日常的な生業活動､特殊

活動､食習慣､健康状態､社会的な実態などを明らかにするのが研究の骨子である｡

C)チンパンジーとニホンザルの成長 ･加齢に伴う身体形態と体組成変化

清田 械

チンパンジーとニホンザルの成長と加齢変化に関する縦断的研究を継続した｡ナシパンジー

追跡個体は､これまでの熊本霊長類パーク個体 (㈱三和化学研究所)に､今年度新たに 3班の

新生児が加わった｡この3頭については生体計測とともにDexaによる体組成も計測した｡その

結果､体脂肪率は 4%程度とひじょうに低い｡ニホンザルは雌で思春期前の成長･発達の詳細を
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明かにすべく､2才の5WIの縦断的研究を開始したO

体組成の成長･加齢変化について､放飼場ニホンザルを用いて横断的に調査した｡体脂肪蓄

抑 ま思春期ごろに始まり.､オトナになると著しく苗稲するものが多くなるO脂肪率の個体変異性

から､オトナ肥満は (90パーセンタイルを指標とした)30%である｡その一方で､オトナでも脂

肪率が5%に浦たない個体も多く､ヒトの脂肪率変異と大きく界なることが祈った｡体組成の季

節変化については､高浜群ニホンザルを年度中3回､計測した｡

D)ガボン共和国の郊人狼とオナガザル煩の系統 ･形態学的研究

横田 穣

ガボン共和国の東部､ムカラバ保護区において類人猿とオナガザル類のフィールド調査を行

った｡調査内容は､主にロコモーション･パターン比較のためのビデオ撮影である｡タラポアン

(体重 1･2kg)から西ローランドゴリラ (100･200kg)までの様々な体サイズの霊長煩の樹上運動

のビデオ映像が得られた｡画像解析によって樹上運動の半定量的比較によってスケーリング効果

などを検討する｡また､非霊長類哨乳類のロコモーション映像も得られ､そのなかでも夜行性ジ

ェネット(多分 PoL'aDa屈)とリスの樹上ロコモーションは､霊長類の樹上四足少行との比較に

興味深い｡

E)霊長類の骨格､頭蓋骨の研究

毛利俊雄

ニホンザルの地域変異をあきらかにするため､成体メスの蔽蓋計測をおこなった｡その結果､

島根､福井､長野､徳島 (神領)は互いに類似していた｡幸島は､やや小さめだが､形は平均的

である｡房総と金華山は､やや小さめで､形もそれぞれにやや特徴的である.屋久か ま､小さく､

形も特異である｡下北､七ヶ宿の 1個体ずつの計測から､本州の東北部は西日本とはことなる

特徴をもっているかもしれないことが示唆された｡

F)東南アジアにおける古生物学的野外調査

団松 盟

2000年 12月､タイ王国北部においてチェンマイ大学との協力のもと､古生物学的野外調

査をおこなった.この地域には中新世のあいだに形成された堆積層があり､輔乳軒を含む動物化

石や植物化石を産出している｡今回は､チェンマイを基点にして､末に 130キロほどのチェン

ムアン褐炭採掘場､南に90キロほどのソツプ･メ一 ･タム村郊外の化石産地､南に110キロほ

どのリー盆地を調査した.チェンムアンでは､前回の調査 (2000年 1月～2月)で中新LLr大型-m

人臓の上顎大臼歯が 1個発見されており､今回､霊長鰯の化石は出なかったものの､イノシシ

科､サイ科などの哨乳規化石や葉 ･種子といった植物化石の追加標本が得られ､当時の古環境を

推定するための;Zf料が増えた.ソツプ.メ一 ･タムでも､中新世後期のものと見られる哨乳規､

魚郷､IrQ虫柳などの化石を抹鍛した.リー盆地では共同研究者によって主に植物化石が採取され

た｡
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G)アフリカ化石類人猿の研究

図枚 盟

ケニヤ共和国北部のナチョラおよびサンプルヒルズ地域において､中新世の化石類人猿の調

査を継続している｡ナチョラ地域には1500万年前の地層が分布し､日本隊による20年にわた

る調査によって多数の霊長類化石が発見されている｡サンプルヒルズの化石包含層はそれよりや

や若く950万年前と推定されている'.今年度は､これまでに集めたデータにもとづいて､ナチ

ヨラ地域から知られている中型の中新世類人猿であるNachblapl'thecushenlo)'の上顎について

記載作業を進めた｡

<研究業境>

論文

一英文-

1)Gotoh,S.,Takenaka,0.,Watanabe,K.,Hamada,Y.,Kawamoto,JY.,waIanabe,T.,Suryobrolo,B.&

Sajuthi,D.(2001)HematologicalValuesandParasiteFaunainFree-rangingMacacaheckiandthe

M.heckLM.tonkeana'HybridGroupofSulawesiIsland,Indonesia.Primates42(I):27-34.

2)Hukuda,S.,Inoue,K.,Nakai,M.& Katayama,K.(2000)Didossificationoftheposterior

longitudinalligamentofthespineevolveinthemodemperiod?ApaleopathologlCStudyofancient

humanskeletonsinJapan･JoumqlofRheumatology27(11):264712657･

3)Inoue,K.,Hukuda,S.,Fardellon,P.,Yang,Z.Q.,Nakai,M.,Katayama,K.,Ushiyama,T.,Saruhashi,

Y.,Huang,J.,Mayeda,A.,Catteddu;I.皮Obry,C.(2001)Prevelenceoflarge-jointosteoarthrilisin

AsianandCaucasianskeletalpopulations.Rheumatology40:70-73.

4)Senut･B･,Pickford･M･･Gommery･D･良Kunimatsu,Y･(2000)Unnouveau_革enred'homino'l'de

duMioceneinferieurd'Afriqueorientale:Ugandapithecusmajor(LeGro島Clark&Leakey,

1950).ComptesRendusdel■AcadimiedesSciences,Paris,Sciencesdelaterreetdesplanites

331:227-233.

5)Suzuki,J.,Ohkura,S.,Hayakawa,S.& Hamada,Y.(2000)TimeSeriesAnalysisofPlasma

lnsulin-likeGrowth Factor-IandGonadalSteroidsinAdolescentJapaneseMacaques(Macaca

fuscata).JoumalofReproduction&Development46(3):157I166.

-和文-

1)毛利俊雄･吾妻健･石上盛敏･川本芳 (2000)ミトコンドリアDNA変異を用いた種判別:沖

縄県首里城出土マカク舌骨と現生種の比較.霊長類研究 16(2):87-94.

総説

一和文-

1)横田穣 (2000)霊長類の成長と発達.学術月報53(10):29-34.

2)清田枝･飯田知彦 (2000)クマタカがニホンザルを襲撃?モンキー 43(5･6):16-20.

3)波田穣 (2000)コドモ期が長いというヒトの特徴一成長パターンからみた霊長類の進化.

｢心の進化｣(松沢 ･長谷川 編),岩波書店,東京,pp.182-190.

1)文部技官 2)大学院生
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報告 ･その他

一英文-

1)Katayama,K.皮Sugihara,冗.(2000)FieldcourseonhumanosteoarchaeologyatKaman-Kalehoyuk.

AnatolianArchaeologicalStudiesIX:115-116.

2)Kunimatsu,Y.,Saegusa,H..Nakaya,H.,Ratanasthien,B.,Nagaoka.S.&Tsubamoto.T.(2000)

FieldnotesonthefossillocalitiesinnorthemThailandvisitedduringthefieldseasonofFebruary

1999,AsianPaleopnmatology1:115･136.

-和文-

1)片山一道 (2仰0)

120-147.

2)片山一道 (2000)

3)片山一道 (2000)

4)片山一道 (2000)

5)片山一道 (2000)

6)片山一道 (2000)

7)片山一道 (2000)

8)片山一道 (2000)

9)片山一道 (2000)

10)片山一道 (2000)

ll)片山一道 (2000)

12)片山一道 (2000)

13)片山一道 (2000)

14)片山一道 (2000)

15)片山一道 (2000)

16)片山一道 (2000)

17)片山一道 (2叩0)

18)片山一道 (2001)

19)片山一道 (2001)

20)片山一道 (2001)

21)片山一道 (2001)

22)片山一道 (2001)

人規の進化 ･生業様式の変化と人間の発達.人間発達研究所紀要 No.13:

ポリネシア人が巨人になったわけ.サイアス5巻 12号:60･61.

ポリネシアの一期一会.オセアニアNo.64:6-9.

トンガ王国調査紀行.southPacificNo.233:1-9.

トンガ王国探訪記-その1.SouthPacificNo.234:3-10.

トンガ王国探訪記-その2.SouthPacificNo.235:1-9.

稼業は ｢骨屋｣なり.本の旅人6(4):64-67.

ある日 ｢骨屋｣に電話が.本の旅人6(5):78･81.

古人骨をみながら腰痛のことを考えた.本の旅人6(6):78-81.

歯は語る.本の旅人6(7):90-93.

歯は語る､その.2.本の旅人 6(8):90-93.

興密の頭蓋骨会議.本の旅人 6(9):90-93.

南の島をめざした大航海.ジオ･ワールド8月号:32.

南太平洋に住むビッグポーンたち.本の旅人 6(10):102-105.

骨屋が主人公の物語.本の旅人6(ll):90-93.

骨折り損ない､そして草臥れ儲け症候群.本の旅人6(12):80･83.

人間は ｢考える足｣である.アルク11:2.

旧石器発掘詐欺事件.本の旅人7(1):100-103.

死者の埋葬.本の旅人7(2):116-119.

犬山のアキザクラ.京大広報 No.554:1020.

骨屋は冬眠.本の旅人7(3):118-121.

科学の神髄はセレンデイビティ.｢旧石器発掘ねつ造事件を追う｣(朝日新

開社).pp.180-181.

23)片山一道 (2001) ヒトとチンパンジーの閉.聖教新聞 2001年1月14日.

24)平田泰紀 ･片山一道 (2001)キリシタン墓地をめぐる諮問週 :出土人骨について.高槻市文

化財調査報告缶第22冊 ｢高槻城キリシタン墓地｣,高槻市政育委員会,pp.79-91.

翻訳

一和文-

1)片山一道 (2000)｢弼太平洋の人郊誌:クック船長の見た人びと｣(p.Houghton著,peopleof

lheGreatO6ean:AspectsofHumanBiologyoftheEarlyPacific,CambridgeUniversityPress,

1996),平凡社.413pp.
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学会発表

一英文-

1)Gunji,H.&Hamada,Y･(2000)JapaneseMacaques'andRhesusMacaqueslboneMineralDensity

andBoneMineralContentmeasuredwithDexa･COEIntemationalSymposium'■Developmentand

agingorprimates一一(Nov.2000,Inuyama).Abstractsp.58.

2)Hamada,Y.(2000)ComparisonofLife-cyclestagesinCatarrhines.COEInternationalSymposium

l'DevelopmentandAgingofPrimates"(Nov.2000,Inuyama).Abstiactsp.29.

3)Katayama,K.(2000)JomonandYayoipeoplefromanosteoarchaeologiCalviewpoint.The7dl

IntemationalConferenceforEastAsianArchaeology,EastAsianArchaeologyAssociation(July

2000,Durham,England).Abstractsp.16.

4)Katayama,K._(2(X氾)Mateselectionandforce-feedingcustomsinalePrehistoricPolynesians.'Kyoto

Conference'■HumanMateChoiceandPrehistoricMaritalNetwork…(Nov･2000,Kyoto).Abstractsp.4.

5)Malaivijitnond,S.,Trisomboon,H.,Cherdshewasart,W.,Suzuki,J.,HamadaY.,Kikuchi,Y.&

Takenaka,0.(2000)ChangesofAgerelatedfactorsinvariousageofcynomolgusmonkeysand

aftertreated with PUERARIA MIRIFICA Phytoestrogens.COE InternationalSymposium

･･Developmentandagingofprimates-I(N占V.2000,Inuyama).Abstractsp.68.

6)Su左uki,J.,Ohkura,S.,Hayakawa,/S.& Hamada,Y.(2000)TimeSeriesAnalysisofPlasma

lnsulin-likeGrowth Factor-IandGonadalSteroidsinAdolescentJapaneseMacaques(Macaca

fuscata).COEIntemationalSymposium "Developmentandagingofprimates..(Nov.2000,

Inuyama).Abstractsp.63.

-和文-

1)浅間一一雄 ･大蔵聡 ･室山泰之 ･横田穣 (2000)幸島のニホンザルにおける発育変化と環

境依存性疾病の血液診断.第 16回日本霊長類学会大会 (2000年7月,名古屋).霊長類研

究 16(3):294.

2)茶谷薫 ･潰田穣 (2000)ビデオーを用いた野外研究-ニホンザルとバクスモンキー-.蘭 16
回日本霊長類学会大会 (2000年7月,名古屋).自由集会｢これからの機能形態学一機器の利

用と新しい分析｣.
3)茶谷薫･清田稜 (2000)地上性四足歩行型霊長類による樹上移動.第 16回日本霊長類学会大

会 (2000年7月,名古屋).霊長類研究 16(3):235.

4)郡司晴元 ･清田稜 (2000)Dexaによるニホンザルの骨密度 ･骨塩量の測定.第54回人類学

会 (2000年 11月,東京).An山ropologicalScience109(1):108.

5)横田穣 (2000)Videoをもちいた霊長類フィールド形態学のすすめ:ガボンの熱帯雨林で試

みたこと.第 16回日本霊長類学会大会 (2000 年7月,名古屋).自由集会 ｢これからの機能

形態学一機器の利用と新しい分析｣.
6)演田穣 ･鈴木樹理 ･大蔵聡 ･早川清治 ･鵜殿俊史 (2000)周思春期成長パターンの比較.節

16回日本霊長類学会大会 (2000年7月,名古屋).霊長類研究 16(3):234.

7)横田穣･西村剛 ･早川清治 (2000)ニホンザル (Macacafusca(a)の身体成熟年齢.第54回人

類学会 (2000年 11月,東京).An山ropologicalScience109(1):90.

8)横田穣 (2000)成長パターンから展望する霊長類の発達 ･加齢一飼育･実験利用のあり方を

考える.第3回サガ ･シンポジウム ｢大型類人猿の研究 ･飼育 ･自然保護一現状と未来-｣

(2000年 11月,犬山).

-28-



9)平井啓久 ･竹中修 ･BambangSuryobroto･毛利俊雄 (2000):染色体44本テナガザル類にお

ける第8･9染色体の変界とその迫伝特性.節 16回日本霊長研学会大会 (2000年7月,名

古屋).霊長類研究16(3):244.

10)石田英賛 ･中務英人 ･高野智 ･芝田純也 ･図校豊 ･中野良彦 (2000)北ケニヤ,ナチョラ地

域のBG･K化石産地とナチョラビテクス化石.第37回日本アフリカ学会学術大会 (2000年

5Jl.広t3).

ll)石田英賛 ･高野kEjn.･芝田純也 ･清水大輔 ･辻川寛 ･中務英人･図松盟 ･中野良彦 (2000)サ

ンプルピテクスとナチョラビテグスの上顎および上顎大臼歯のIcT画像解析.節16回日本

霊長斬学会大会 (2000年7月,名古屋).霊長規研究16(3):238.

12)片山一道 (2000)折方追跡の弥生時代人骨の発見.神戸シンポジウム｢新方追跡からの視点｣

(2000年12月,神戸).抄録集 p.45.

13)木村忠直･熊倉博雄 ･図枚豊 ･大沼陽介 ･石田英字 (2000)スローロリスとオオガラゴにお
ける下腿三頭筋の筋繊維構成.第 16回日本霊長類学会大会 (2000年7月,名古屋).霊長規

研究 16(3):235.

14)団松盟･BenjavunRatanasthien･三枝春生 ･仲谷英夫 ･長岡信治 (2000)東南アジアにおける

最初の大型中新世類人猿化石の発見.第 16回日本霊長類学会大会 (2000年7月,名古屋).

霊長類研究 16(3):299.

15)図校豊･BenjavunRatanasthien･仲谷英夫 ･三枝春生 ･長岡信治 (2000)チェンムアン･ホミ

ノイド-東南アジア初の大型中新世類人猿化石.日本地質学会第 107回学会 (2000年9凡

松江).講演要旨p.27.

I6)松村秋芳 ･高橋裕 ･西村剛 ･横田穣 ･菊池正嘉 ･伊藤純治 ･猪口清一郎 (2000)MRIによる

チンパンジー大腿部運動器の機能形態学的分析.第16回日本霊長類学会大会 (2000年7月,

名古屋).霊長類研究 16(3):237.

17)松村秋芳 ･西村剛 ･横田桟 ･猪口清一郎 ･岡田守彦 (2000)チンパンジーの腰椎仙骨にみら
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